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中条山式斑

岩銅鉱床

“中国の銅鉱床"の補足

岸本文男(鉱床部)

はじめに

“中国の銅鉱床"を稿了して1か月はかりたった頃

中国通の工藤広忠氏から中国の銅鉱床について詳しい

文献カミ入手できるという電話を受けそして国会図書館

から“対祁連山黄鉄鉱型銅鉱地質的一些補充意見"(宋

叔和)など3編の論文のコピｰが手に入った.いずれ

も1957年に中国自身が発表した古いものだが珍しくも

地名が明記され鉱石の品位に触れたものもあるという

貴重な文献であった.

そのうちの一編が王植と聞広の著わした“中条山式

斑岩銅嬢"(15p･)という論文である.まずこの論

文によって先に紹介した論文“中国の銅鉱床"(地質

ニュｰスNo-297298)を補昆し機会が得られれば

残る2編にもとづいた補足も行うつもりである.

概要

中条山脈は山西高原の南部にあり(第1図)1955年に

この山脈の東部に当る某地(古堆?)で大規模な斑岩銅鉱

床が発見された.発見者は中ソ協同調査隊で第1次

5か年計画における大きな成果の一つとなった.さら

に探査が進められるにしたがって鉱床の品位と鉱量の

規模が増大し1957年当時この鉱床群は世界有数のも

のと評価されるようになった.

その鉱床分布区は先震旦期榴曲区に属し鉱床は主

として先震旦期に生じた地向斜運動の後期の原生代中

条系貫入火成岩中の変質花商閃緑斑岩に胚胎されこの
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変質花開閃緑斑岩の貫入岩体と鉱床は分布上も成因的

にも密接な関係があり両者は同一マグマ活動の異相で

その変質花嵩閃緑斑岩貫入体は呂梁変動(約13億年前)

時の横嶺開花嗣岩の岩枝である.したがってこの斑

岩銅鉱床は先震旦期地向斜運動帯の発展後期の生成体

と考えられる.

母岩の熱水変質には強い絹雲母化珪化のほかに

黒雲母化緑泥石化電気石化スカポライト化炭酸

塩化白雲母化カオリン化などがみられマグマ分化

作用と熱水変質作用の程度が不均等に分布していること

から鉱床の母岩である貫入岩体は淡色相と濃色相の2

種に分けられている.熱水変質作用による原岩成分の

変化としてはCaとNaの減少がとくにいちじるしい.

鉱化帯は主として中程度の傾斜の片理を有する結

晶片岩層中の裂かに沿って層状に貫入した変質花開閃

緑斑岩中に拡カミり一般に走向延長よりも傾斜延長が大

きく鉱石は細脈一鉱染状を示し主な鉱石鉱物は黄銅

鉱と輝水鉛鉱である.二次硫化物富化帯は発達して

いない.

広域地質

これまでの地質調査の結果をまとめると

域の地質は次のように区分できる.

古生界震旦系

原生界中条系

中条山脈地

砂岩層(赤色石英砂岩基底礫岩層を

伴う)厚さ50-400m

安山岩層(冬期噴出安山岩類部分的

に砂岩を爽有する)厚さ1,500m

不整合中条変動

上部珪岩層(雑色珪岩基底礫岩層を

伴う)厚さ30ト350m

不整合呂梁変動

(横嶺開花開岩)

変成火山岩層(酸性一中性凝灰岩凝

灰角礫岩熔岩.堆積層を爽有す

る)厚さ800-1,500m

上部石灰岩層(塊状の比較的純粋底大

理石岩層)厚さ1,100m

上部結晶片岩層(各種の粘板岩千枚

岩結晶片岩.薄い変成石灰岩層を

爽有)厚さ60ト1,000m

第1図中条山脈中の斑岩銅鉱床の位置�
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始生界五台系

下部石灰岩層(塊状変成石灰岩

底部に千枚岩と結晶片岩を伴う)

厚さ350-800㎜

下部珪岩層(淡色綱粒質の比較的純粋

な石英岩局部的に基底礫岩を伴う)

厚さ350m

不整合五台変動

(公鶏松花筒岩)

下部結晶片岩層(各種の結晶片岩)

厚さ500-1,500m

震旦系以後の地層は分布カミせまく鉱床とも関係がな

いので省略した.

公鶏松花闇岩と下部珪岩層との境は後者の堆積による

接触で下部珪岩層の基底礫岩中に前者の礫がみられる

ので公鶏松花開岩の貫入の時期は中条系堆積岩の堆

積前始生代と原生代の間の構造運動･火成活動期と考

えられている.

横嶺開花南岩は上記の層序区分中の下部珪岩層から

変成火山岩層にいたる各層準をきり上部珪岩層の基底

礫岩を構成する礫の一部をなしているのでその貫入期

べ

中条山脈地域

王植聞広(1957)

震旦紀

砂岩50-400m

安山岩1,500m±

原生代

州中条変動仙

上部中条系:

上部珪岩

㌰�㌵ね

一目梁変動…

(横嶺開花開岩)

下部中条系:

変成火山岩

������

上部石岩灰

1,100皿

上部縞晶片岩

���〰ね

下部石灰岩

㌵��ね

下部珪岩

㌵ね

始生代

舳五台変動舳

(公鶏松花開岩)

五台系:

下部結晶片岩

500-1,500]コE1

馬杏垣万世民

}まカ､(1954)

珪岩240m±

安山岩2,000m±

帆呂梁変動(副)w

五仏山系:

担出石珪岩

基底礫岩

��ね

w呂梁変動(ヨ三)帆

(煙産花開閃緑岩)

渥滝系:

横嶺関片岩

�ね

南天門珪岩

��

馬家竃石灰岩(銅

鉱俗変成火山岩)

�ね

劉庄冶結晶片岩

�ね

余光下石灰岩

�ね

前嶺珪岩100m

五台系:

上玉披結晶片岩

�〰�

五台山脈地域

正目論趨宗溝

丑まカユ(1956)

珪質石灰岩傾斜

方向に石英砂岩･

珪岩に変る

��ね

…呂梁変動…

(北台花筒岩)

渥滝系:

東冶苦灰岩2,O00m

豆科粘板岩870m

南台珪岩1,120m

変成礫岩2,270血

…五台変動W

(土嶺口花開砦)

五台系:

緑色片岩

��〰�

二4進…､

茎嚢に!

｡vv)⊥LLLL･=

v､･一t･･}･二

三山1LLL1二

･LLしLLLL一=

������

�

言

一

���

�

�

�

��

一一

���

�

�

�

L孔L

�

�

�

/…瑳､_L簑帯

津…と一…………L｡･･』

舅日田図

緑泥石一石英片岩絹雲母石英岩変質花商閃変質閃緑岩

絹雲母石英片岩緑珪岩

第2図鉱床付近の地質(王植聞広

田

閃緑岩

���

は上部珪岩層の堆積前であり変成火山岩層の堆積後

であると考えられている.

震旦紀に大量の安山岩類カミ噴出しところによっては

閃緑岩の小貫入岩体が生成している.この安山岩類は

その後の堆積岩とすべてほぼ水平に接し榴曲も変成も

していない.

上述の層序を五台山脈地域の層序と対比すれば左の

表のようになる.

鉱床付近の地質(第2図)

本鉱床の下盤は変成された中一塩基性火山岩(緑泥石

一石英片岩化)上盤は変成酸性火山岩(絹雲母珪岩化およ

び絹雲母一石英片岩化)である.

この2種の変成火山岩層間の裂かに花開閃緑斑岩が貫

入し変成火山岩層を不整合に蔽う上部珪岩層の基底礫

岩中には変質作用をうけた銅鉱を含んだ花嗣閃緑薮岩

の礫がみられる.したがってこの変質花闇閃緑斑岩

の貫入と銅鉱の生成は上部珪岩層の堆積前変成火山

岩類の変成後ということになる.鉱床の東部では鉱

床生成後の走向断層(正断層)によって含鉱岩体が破砕さ

れている.

なお鉱床範囲の中央部に震旦紀の安山岩と成因上関

係のある閃緑岩の岩脈が生じ･ているがこの岩脈は変質

作用を受けず含鉱岩体を切っている.�
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鉱床付近の広域変成度は低く生成している変成鉱物

は主として絹雲母と緑泥石である.鉱床母岩の花開閃

緑斑岩は片状化しその造岩鉱物である長石と石英の斑

状結晶は屈曲し鱗片状の絹雲母とともに一定の方向に

配列し変成作用を受けたことを示している.

この変成花商閃緑斑岩が変成火山岩層中に貫入しそ

れ自体も変成作用を受けしかも上部珪岩層の基底礫岩

中に礫として存在していることはこれが呂梁変動の産

物であることを現わしているが鉱床付近の呂梁変動に

よる火成活動の主な生成体は横嶺開花嗣岩の底盤である

からしたがって変成花南閃緑斑岩と横嶺開花開岩は

成因的に関係があり同一マグマの産物であり前者は

後者の岩枝と考えられる.

地質省北京化学実験室がこれらの火成岩を分析した結

果とデｰリｰが発表している火成岩平均組成値の対応

部分は上の表の通りである.

この表で明らかなように本鉱床の変質花闇閃緑薮岩

のCaOとNa20の含有率はデｰリｰが明らかにした

通常の花開岩類の場合よりもいちじるしく低く逆に

K20含有率は高い.正常な横嶺開花崩岩の化学組成

との比較からいえば変質した花開閃緑斑岩と閃緑岩は

M190が非常に多い.これらの化学成分の増減は主

として熱水変質作用を受けたことに原因するとされて

いる,

母岩の熱水変質

本鉱床の主な母岩は変質花商閃緑斑岩である.この

変質花南閃緑斑岩は淡灰色ないし淡桃色を呈し中粒.

粗粒の長石の斑晶と中粒の石英の斑晶をもっている.

その長石の斑晶はもっとも大きいもので長さか3mm

に達し正長石と斜長石(主に灰曹長1石)からなりいず

れも自形か半自形を示す.石英の斑晶は一般に球状に

近い形をとり常に浅成火成岩や噴出岩に特有の融食現

象をあらわし部分的には波状消光が認められる･石

基はすべて鱗片状の絹雲母と石英に変っている.

長石の斑晶も一般に変質作用を受け絹雲母と石英に変

っている場合が多いがもとの長石の形は残っている.

そのほか黒雲母の斑状変晶が生じ･この黒雲母が一般

に強弱さまざま狂緑泥石化作用を受け新生鉱物として

電気石とスカポライトが認められとくにスカポライト

は部分的に白雲母化されていることがある.

変質閃緑岩は黒緑色･細粒質の岩石でその主要鉱物

は石英と黒雲母それに次ぐのがゾイサイト方解石

緑泥石中･酸性斜長石角閃石白雲母スカポライ

トなどである.

この変質閃緑岩と前述の変質花商閃緑斑岩との関係は

第2･3･4図で明らかなように前者が後者の縁辺部

ないし端部に分布し互いに漸移するもので同源の分

化岩体であるが受けた熱水変質作用には差があると

されている,�
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第3図鉱床区城の横断面(ヨ三植聞広1957)

1一線泥石一石英片岩2一絹雲母一石英岩絹雲母一石英片岩

3一変質花開閃緑斑岩4一変質閃緑岩

5一閃緑岩6一鉱化帯

鉱床の特徴

中条山式斑岩銅鉱床の鉱化帯は基本的には変成火

山岩系の片理裂かに沿って貫入した変質花開閃緑斑岩の

岩床の分布と一致しこの岩体にしたカミって40-50｡傾

斜し局部的には傾斜方向の下部で厚くなり試錐の結

果によれば傾斜延長1,000m前後でもまだ縮小傾向は

みられず鉱化帯の走向延長は傾斜延長よりも短かい.

したがってこの中条山斑岩銅鉱床の鉱床形態は層状に

近い.

鉱石は主として細脈一鉱染鉱からなりその細脈の幅

は1-3mn1の場合がもっとも多く幅が広く狂ると

含鉱石英脈抵いし含鉱方解石脈となり最大幅のものは

1血に達している.これらの細脈は母岩の割れ目を充

北東国1

南西
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1穆斑醐搬1籔三11三竃:
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晒皿16

第4図鉱床区域の縦断面(王植聞広1957)凡例は第3図と同じ

撰しているが主な細脈と鉱染体は母岩の片理に沿って

分布する･この現象は鉱床が花筒閃緑珪岩の貫入後

熱水変質過程の進行にともなって生成したことを意味し

ている.

鉱石中の主な鋼硫化物は黄銅鉱それに次ぐのが斑銅

鉱であり輝銅鉱と銅藍は比較的少量である.酸化帯

中には各種の銅の酸化鉱物カミみられその中では孔雀石

がもっとも多い･随伴鉱物として重要なものに輝水

鉛鉱カミある.なお黄鉄鉱は多量に産出する.

二次硫化物富化帯はほとんど形成されていない.

これカミ中条山式とよばれる場合の斑岩銅鉱床の大きな

特徴であり不利な特徴である.

因に王植らはこの鉱床を中深度･高一中温熱水鉱

床とし生成期を呂梁運動の主榴出作用期以後横嶺開

花闇岩活動の後期したがって先震旦期の地向斜帯発

展末期としている(表参照)

地質調査所の出版物

･地質調査所月報第30巻第5号

坂本亨･字野沢昭:茨城県中部友部丘陵の第四系

丁ムKAsHIM五,I.:Pre1iminaryStudyfortheA1terationAge

Deter皿i㎜tionbyaThermo1uminescenceMe凸｡d.

磯部一洋:現成砂浜堆積物申にみられる変形ラミナについて

岸本文男訳:ソ連の先カンブリア系中における変成源鉱床の進

化の特徴

(講演要旨)

･地質調査所月報第30巻第6号

UEmRム,F.:TeエtiaryVo1canicActivity,Geotectonic

�����瑢���牡捴敲楳瑩�楮�敎���

��物捴潦�浯物偲敦散���

橋本尚幸･磯巾功･窪木時雨郎･奥海靖･大沢穣:岩木

火山の北半部の地形学的考察とくに赤倉沢泥流堆積物の

泥流丘について

(新着資料の紹介)

･地質調査所月報第30巻第7号

磯部一洋:静岡県下関市多々戸海岸における海浜縦断形状の変

化過程に関する研究

加藤磧一:1978年6月4目の島根県中部地震により墓石の被害

について

加藤完:地質調査所松江地区水位観測井の島根県中部地震

(1978)前後における地下水位変化について

岸本文男訳1アジャリア構造単元と東ポントス構造単元の関係

および地質発達型式に関する問題によせて

･空中磁気図(1:20万)

XXIV-12北見地域空中磁気図

･5万分の1地質図幅地域地質研究報告

津幡(金沢一20)

･200万分の1地質編集図

18日本活断層図(付活断層について)

･地質文献目録1956-1960(地域別)�


